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回答：Byun ら（2015）の報告では，機能期間 5 年で 25％，10 年で 50％発症し，部位と
しては上顎より下顎に多いことが報告されております．Liang ら（2020）は機能期間との
関連について有意な相関関係があることを報告しております． 
両副査は、上記を含めた質問に対する回答が、いずれも満足のいくものであることを確
認した． 
 
主査 馬場教授の質問とそれに対する回答： 
 1.模型を用いた本研究の臨床的意義はなにか？ 
 回答：患者を対象とした臨床報告はされておりますが，験者によるコンタクト挿入時の
摩擦力を，定量的に測定をしている基礎的な研究はなされておりません．そこで本研究
はコンタクトゲージと，摩擦力の関連性の評価を行いました．シミュレーションにて主
観的評価と客観的評価の法則性を検証することにより，臨床においてのコンタクト測定
時の影響および評価の推定が可能になると考えます．  
2.客観的評価の摩擦力は異なるが，主観的評価に差がないのはなぜか？  
理由として，シミュレーション模型のため，コンタクトの測定時の挿入感覚は実際の口
腔内とは異なり，験者による 3 パータンの模型上での挿入感覚の評価が困難であったこ
とが挙げられます．また，験者は摩擦力の 5 段階評価の適切な値を認識しており，適切
な値に近似した評価をしたことが考えられます．  
 
主査の馬場委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の
主張をさらに確認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた．
本論文は本学大学院学位論文(博士)審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断し
た． 
 
